
発 刊 に よ せ て

正強学園理事長 大 浦 茂 雄

「セ ンタ0年 報 」 の 発刊 に あた り、 ご挨 拶 申 し上げます。

奈良大学 は、教学の理念 のなかに、 「国際的視野 に立つ開かれた大学 と して

地域社会 との連帯 を深めなが ら、ひろ く人類社会の平和 と発展 に貢献す る」 こ

とを掲 げ、多様化、情報化 が、急激 に進展 しつつあ る今 日の社会に、柔軟且 つ

適切 に対応 で きる人材 の育成 、 とい う広範 な社会的要請 に応 えるため、昭和63

年4月 既設 の文 学 部 に加 え社 会学 部 を新設す ると同時 に、専門分野 にとらわれ

ることな く、情報化社会 の一翼を担 う、優秀 な人材 を育成す る施設 として情報

処理 セ ソターを設置 しま した。

情報処理セ ソターの中核 は、 ホス トコソピュー タ0(日 本電 気製 、ACOS

430モ デル70)で あ ります。 これ は 、文 科 系大 学 の設備 としま しては、立

派で高性能の もので あると自負 しているところであ りますが、 コソピュー タ0

は、 常 に使 用 して い な け れ ば価 値 があ りませ ん。で きれば性能100パ ー セ ソ ト

を使 用 しな けれ ば な りません。教員 、事務職員、学生諸君、大学 に関係す る全

ての人々の努力に より、 この コンピューターの性能の限界 まで使い こな し、研

究 と教育 に立派な成果 をあげ られ、 これ を大学共通 の財産に していただ きたい

もの と念 じてお ります。 かかる意味 において 「センター年報」が果すべ き役割

は、極 めて重要で あろ うか と存 じます。

来たるべき高度情報化社会 にそなえて、 さらに建物、設備 の拡充、充実 を図っ

て行 く所存 であ ります。 また、情報処理 セ ンターが、本学 の中核 となって学術

研究、教育に大い に成果 をあげ られ、 「セ ソタ0年 報 」 が、 質量 ともに一 層充

実 して行 くことを祈念 しま して挨拶 と致 します。
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